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じょうぶなからだをめざし

意欲的にとりくむ子どもの育成

1 . 徳山小学校の沿革

天明 5年、 7代毛利就馴公によ って藩校鳴鳳館

が創設され、文武全般にわたり多〈 の子弟が教育

された。

天保 2年、 鳴鳳館が現在地に移され、同 5年「一

国興壌」の意味か ら興壌館 と改名され、 明治維新

廃藩甜県の直後徳山小学校と改称、大正末期から

昭和初期にかけて 児童数 3千数百名 という日本一

の大規模校となる 。

同辺に団地がでぎ新しく 3校開校し、現在はド

ーナツ現象 を呈している 。

2 . 地域の概況

山賜新幹線、 山陽本線徳山駅 より 500m、国道 2号

線ぞい 、市役所、市民館、図書館、体育館、裁判所等

の官庁が隣接した市街地の中心部に位笥する 。

明治末期に海軍練炭所が設匿されて以来多 くの大小

工場の進出があり、石油化学工業の発展にともない一

大コ ンピナー トを形成し周南地域における中核都市で

ある 。

あわせて、古くから政治、文化、交通、経済の要地

であ り、新幹線の開通に ともない地方の中核都市 とし

ての機能を更に発揮 している 。騒音、海、大気等の公

害、交通についても 対策が進め られている 。

3 . ここ 10年をふりかえって

長い歴 史と伝統の中にある徳山小学校であるか、昭

和42年 "創造性豊かな人間形成を目指す学習指導“を

テーマとし て研究発表 （知）、 昭和45年 ‘‘創造性豊かな

人間形成を目指す道徳教育の実践"研究発表 （徳）、昭

和48年、た 〈ましい子どもづ〈りの方向を追求‘‘明る

山口 県徳山市立徳山小学校長

手鴫倫典

くす こやかな学校創造 を計る学校保健 ‘‘研究発表（体）、

昭和50年 ‘‘自ら学ぷ力を育てる 統計教育,, 児童の現状

をとらえ実態に即して追求し発表、これらにむか って

の努カ・苦心は膨大な学年別 ・個人別の研究物の累積

に見ることができる 。

｀個人プレーの時代ではない’’こうした研究推進にあ

たって、県・市の指導はもとよりであるか、安全指＃

一つをふ り返 ってみても 、市の安全対策に歩調 を合わ

せ、昭和43年、交通事故〇板を設置、昭和44年、安全

を守る親の会「三矢会」 の誕生 • 以後、 PTAの立哨

活動の開始、交通安全少年推進隊結成、等々、こうし

た活動で事故激減、校外補導委員、育成会を中心とし

ての子ども会活動、 子どもの健康を求めて実践の道を

考え合う親の会（健親会）、 PTA各専門部の活動等

敬服の毎日である 。

日本一健康1憂良学校の栄誉と意教を、謙虚に誠実に

うけとめ、より 健康優良学校のめざす、学校1象を豊か

にみのらせるため、手をと り合い切磋琢磨の精進に励
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み、美しく、たくましく、すこやかな子どもの輪を、

PTA、地域社会一体とな って根づよ〈広げてゆきた

いと考えて いる 。

紙面の都合で、全般にわたることはできないので、

実践活動の一部を紹介し、ご指導を仰ぎたいと存じま

す。

4 . 主題の意義

じょうぶなからだ（：二:: i 知 • 徳 ・体の調和

（目 的） 健全な学力

自己診断

意欲的にとりくむ （自己理解 ）主体性の登成

（内容） 自己指導

子どもの育成r==i三位一体の取り組み

（方法） 地域

健康教育とは、即、健全な社会人の育成であり、よ

り豊かな人間形成を目指して取り組み、何一つ として

事新しいものではないと思う 。

5 . 3規則、 3習慣、 3訓練の生活化

ひとり、ひとりの子どもか、よりたくましく 。 より

すこやかに、より美し〈生きてゆ〈、 これはすぺての

親の願いであり、世代の頗いでもある 。

運動不足の もやし っ子。 近視の子ど もが、虫歯の子

どもが年々増加の傾向をたどっている。かぜをひきや

す〈流感による学級閉鎖は毎年市内24校中のトップ。

けがをよくする、保建室の利用状況、学校安全会べの

申請件数、等々 、実態調査にも明瞭にあらわれている

本校の実態をふまえて。

図 1 3規則.3習慣 .3訓練の生活化

図 2 実践の構想
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健康教育とは、 即、健全な杜会人の育成であ り、 よ

り豊かな全人形成を目指しているのであり、 別に変 っ

た事をしているわけではないが。

（ア） 3規則 （真剣な態度の確立を ）

(1) そうじにうち こむ

生活指達の根元は整理整頓にあるという仮説のも

とに「行」の気持ちで真剣にとりくむ。 「人間とし

ての態度」であると考えている 。交通安全指導の成

果をみても 、安定消極型の子どもにな りつつある事

か調査結果にもあらわれている。安定積極型の子ど

もに育てなくてはいけない 。身近かで毎 日の問題で

あ り、日々 徹底してゆきたい。

(2) 目を見て話を聞 く

よくけかをす る児童は、不安定積極型の児童であ

り、いわゆる注意散慢児であり、規則 という面か

ら見ても、学級会で児童集会での情報も 、視点を決

めて真剣に聞き入 っていないために理解 もできず、



4

守ろうともせずである。それぞれの指就の場におい

て「真剣」という ことを大切な要素としている 。
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(3) ろうかを静かに歩 〈

このことは 、明治時代学校創設以来 どこの学校で

もいわれていることである。本校のけがの実態の中

にも 、人 と人との衝突からのものも 相当数ある、安

全指森 という面からも、集団生活におけ る 「躾」と

＇いう面からも 、雷同的・衝動的な行動 をなくし 、自

分の意志をコントロールしてゆける子どもにしてゆ

〈ことである 。

（イ） 3習慣 （病気に関心 をもち 、かか らぬ努力）

①望遠訓練

玄関上の

望遠訓練機

登下校時に本校職員創案による望遠訓練機による

望遠訓練、健康時間終了後セットメ ロディーと共に

姿勢嬌正を兼ねて固定板・施設の凝視

「3m視力表」校内各所、全家庭に設囲そ の必要性

を理解し自已指均、個人にあ った自己管理をしてゆ

くことをねらいとしている 。

(2)乾布 まさつ

"かぜは万病のもと’＇というが、皮ふの 刺激弛化、

血行の促進、日 光浴、心肺機能の増進をねか って、

"太陽と握手しよう＇＇を合い言葉に上半身 裸体、建

康時間セ・ノトテ ープ音楽に合わせて乾布まさ つ。

特に寒気の厳しい日などは、担任 ・両親指材によ

る自己診断にもとづいて参加している 。

成果は漸次あらわれている。

健康時間の望遠訓練

(3)歯磨 き訓錬 （うかい）

職員作業による口洗場設箇13か所

たべたら＝ぶくぶくうがい、たべたら＝磨こうを合

い言葉に利用

「正 しい歯の磨き方」学級指迫、随時指森、健康時

間の裏番組におい て実施、 家庭実践の徹底 をもはか

って いる 。
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（ウ） 3訓練 （体格体力にあ った目的ある運動 をする）

(1)重筋運動

(2)投てき運動

(3)跳躍運動

本校児童の体格 ・体力に

多〈の問題点があるが、そ. 
の要因はい ろいろ考えら れ

るが、児童の日常生活に運

動の占める割り合いの少い

ことが調査結果 （省略）から

らみても 明 らかである 。

本来運動好み、運動、即、 生活、生活、即、運動で

もあるという本来の姿にかえしてやりたい「体育の生

活化」

子どもたちが、心の底か ら喜んで運動する、そこに

体力の向上を求めたい。

0体育時間には必ず 3つの運動 を取 り入れる 。

0学級経営の 中に目 的 として取り入れる

6 . 安全のための活動

（ア）交通安全少年推進隊

例……富士山に登ろう

‘‘はんとう棒の紐

り返 しで’’

日本一周に挑戦

‘‘校内マラソンコ

ース から"等

0地区子ども会の運動に

も必ず組み入れて実践す

る。

0学年随康コーナーの設置

と、その利用

昭和46年 5月22日、校区内34地区より 5・6年生子

ども会役員を 中心に結成、制帽・腕章 ・ワッペ ン等身仕

度を烹各え、隊員総数約 130名、毎月 1- 2回目的にむ

かっての研修や訓練、毎月 1・11・21日立哨活動、自

らの規則順守、交通安全の呼ぴかけと啓蒙、調査や環

境整備、老人や幼少者の横断歩行補助など交通安全に

関することを進んで行うも のである 。．

毎年 3月には新旧隊員の引き継ぎ式を行って いる。

指＃推進にあた っては育成会の交通部か担当して行

ってい る。

（イ） 交通立哨活動

市の交通安全対策に呼応して、昭和42年交通事故〇

少年推進隊の訓線

板設罹、昭和44年安全を守る親の会「三矢会」 誕生、

昭和45年 PTA安全宣言、役貝を中心として立哨活動

を開始、年々役員から全家庭の協力に変わり現在は13

個所、約 700名の方が毎朝交代で、 ドライパーや一般

歩行者への啓蒙もあるか、登校する児童に‘‘声をかけ

よう"を相言葉に実施している 。

毎年 4月立哨のし方、講習会を開催、市安全会へ1]11

入し、もしもの場合の保障もでき ている。

7 . 健康づ〈りの活動

（ア） 健親会

（子ど もの健康を求めて 、実践の道を、 名え合う親

の会） 略省

子どもの健康について 、何等かの悩みをも った親は

予想以上に多い、全家庭の約半数は何等かの問題 をも

っている 、偏食 ・夜尿性・アレルギー ・風牙ド をひきや

すい ・いろめか悪い、現在眼鏡は使用してし、ないが近

視的傾向にある、等々、こうした同 じ悩みをも って い

るグル ープを作り、ある時は校医先生を 中心に指群 を

受ける 、又グループで実践の道を話し合う、一定期間

実践して経過並ぴに結果について互に交換しあう 。

1学期末、 2学期中頃、 3学期は じめと頻度は少な

いが共磨きの会であるし、取り組みにも真剣てある 。
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（イ） PTA保建部の活動

PTAには、研修、図書、広報、施設環境、ペル

マーク、保健の 6専門部がある 。

それぞれ専門の活動をしている 。保健部はさきに述

ぺた健親会運営の柏極的な協力、定期の検診、測定

には白衣姿 (PTA専用の白衣）で手伝い、予防接

種等にあた っては事前に全校児童の体温il!IJ定。こう

した活動の 中から児童の実態把握 ・問題点等全家庭

への啓蒙にもあたっている 。

学校保健委員会の計画 ・運営に参加、その改善 ・

実践に大きな役割りを果している 。

保健部の手伝い

（ウ） 地区での校外補消委員の活動

小学校 6カ年といえども 1年は休みである 。この

1年間を大切にしなくてはいけない。校区内32地区、

1地区に 3-4名の校外補材委員で組織、毎年 4月

には終日件食を共にし、楽しいゲーム指＃法、不良

化防止、安全等について研修会を開催、毎月 一度の

会をも って、 地区の実状と対策など慈見交換を行っ

てしヽ る 。

特に夏 ・冬・春休み等には、事前に地区児童会を

開催、本仕活動、健康づくり、よこの人間関係づく

リのための楽しい行事等の計画をたて、その時間、

内容、方法等に従って実践を重ねている 。

その都度「地区健康づくリカード」で報告されて

しヽる 。

（エ） 家庭での実践

各家庭 「歯磨き訓練」からはじめて実践内容はい

ろいろである、健親会の方々は常日頃より改善 ・努

力を頂ねているか、休み中は全家庭に「わか子の健

康を求めて」の実践カード配布、休みが終 って実践

の内容方法、成果等の報告をうけている。

子ども会行事における保他活動

戸 口

......、―
、景・

~-~ ~iJ;~--I. 囀,;_t_,,f~ 
1'-~. l'.f1紺更… 令... / ・ 1f: -星 ／ヽゞ=~---

昭和51年度 わが子の健康を求めて 徳山小学校

年組I4月 2組 I児童名I三牧紀子 I{呆讀者名1三 牧和1行

実践課題 マラソ ン
いつ ： どこで ： どのように

実践方法 朝 9時頃ま で 家の近く お友遠や妹と

： ーし ょに

実践期間 12月25日から 1月7日まで

成果 寒さにfl.Itず戸外に出―9体を動力し元代に逍ぷようになりま Lr.:.

わかったこと 他のお友達より 3年間いハンディーがあるのであll)l頁市になれない

かわったこと けど．少Lずつ追い..ヽて行けそうです．

実写践真の場は面切やっ配て＂わ（（写内真にやは図')喪,なイどt） Iレと簡単な説明を紀入する （実践のようすを記入してしよい）
r私はヘコ,I., J. せんJ

毎剛If内での鍵填づ(')に参加した後IJ内を 2周 Lて家に嬌，jj: す．事に憎ると
ヘトヘ卜になっているようです．

8 . 和を作る活動

人作りはます人間関係づ 〈り 、子どもと共に親も 一

しょに

（ア） PTA研修部

日耀家庭教育学級、母親学級、両親つどい大会等の成人

教育・学習を通しての和もあるか、 1頃改年前サークル活

動として誕生したママコ ーラス活動であるが、毎月第 1第

3木耀日を練翌日に決め、美声をはりあけ、ヒステリ ック

治療も兼ね、ますます美しさに磨きがかかっている。年一

回の県大会、学校行事には栢極的に参加、その成果を発表

している。

I•.IIIB 
~ 四 9
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（イ） PTAペルマーク部

毎月 1回ペルマーク集めを行い、その整理 ・発送、

備品にかえ役立てている 、非常にめんどうな作業であ

る。このめんどうな作業の中で、子どもの話し、世間

話し等々楽し〈 、はからかなふん囲気がかもし 出され

れている 、毎年20数万点にな ってい るが、学校に来る

こと、部員が顔を合わすことが楽しいというのか姿で

ある。

（ウ） 校外補導委貝を中心としての地区活動

近所に同学年かいても組が違えば遠〈まで遊びにゆ

〈……事故 ・非行にも つながる 。

同地区の低学年のめんどうをみる 、こうした事は、

都市化 と共に軽視されうすれて来ている。

毎月 1回の町内清掃、清掃後のゲーム ・運動 ・みか

ん狩 り ・遠足等々、苦労は多いが、学年 ・組を離れて

の地区としての人間関係づ〈 りにつとめている。

（エ） 育成会を 中心と しての活動

(1)少年推進隊

訓練・ 立哨等の実践活動は苦しいが、夏の野外キ

ャンプ、年末に無事故を祈念し、お互の健闘をたた

え合う「もちつき」「秋のバイキング」等の行事は親

和 と活動意欲をもり上げている 。

ペルマーク 作業

， 

(2)球技大会

34地区対抗で、男子

はソフトポール 、女子

はボートボールを行う 。

練習 ・試合 ・地区をあ

＼ げての応援、その中に

地区意識と協力の人間

関係かできている 。

（年間 2回実施）

「心とからだ」の健康をめざして

1 . はじめに

はからずも、本校が本年度小規模校日本一健康優良

学校に選ばれた最大の理由は、 独立当時の児童の実態

を見て、健康はすぺての生活や教育の原動力であ り、

人間教育の一番基本的なも ので小学校段階では特に、

計画的組織的にしっか りした土台を作 ってや る必要が

あるとの考えのもとに、学校保健に目をつけ た初代校

長崎県西彼杵郡時津町立時津北小学校

校長 柴田敏郎

長の意志を歴代校長か引継ぎ、 15年間栢み上げてきた

こと と、それに PTAを中心に家庭と地域社会の人々

か学校の教育目標を身近かにとらえ、 地域ぐるみで熱

心に実践活動を推進した結果だ と思 う。

2 . 地域社会の概要

(1)地理的位置 （大村湾最南部）

長崎市の 中心街か ら北へ約 8km、大村湾の最南部に
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あって、パスで約30分の所にある 地理的条件に恵まれ

た町であ る。町の中央部を国道 206号線が南北に走り

長崎市と佐世保市を結んでいる 。

(2)新興工叢地帯へ変容

もとは専業農家が多か ったが、現布は長崎市のペッ

トタウン 的性格を帯び、 農地の宅地化か進み農業も質

的にそ菜 ・水稲中心から柑橘中心へと変化 してきた。

一方長崎からの工業中心の企業進出などもあ って、産

業月lj就業人口 の構成比 も年々大きく変化 し、特に3400

m''7l埋立地造成後は工業化か進んできた。

(3健康の町、時津

「体育の日」設定を記念して 、町民の健康増進と部

落民の融和を図ることを目的に、町ぐるみの教育体勢

で努力を傾け ている 。特に青少年の健全育成に目をつ

け、彼等の余暇の善用と体力増強を目標に町体育協会

か中心になり昭和33年以米指導を進め ているか、その

成果は県下の注目を集め、視察者も 多い。

また 、毎年夏行なわれる町民球技大会や、体育の日

を中心に行なわれる町民体育祭は、スポーツの一大絵

巻として県下に知れわたりその結果は、昭和50年 4月

文部大臣賞を町体育協会が、体力づ〈 ＇）国 民会議議長

賞を町が、それ ぞれ受賞した。

校 舎 展 望

（ヽ ）校区の概璽

昭和34年 1月町村合併により琴海町子々 川郷が分村

し時津町に合併 したので、日並郷 と子々川郷が本校区

とな り昭和35年 4月に独立した。

本校の保健体育活動が活発になるに従い町民体育祭

球技大会に おけ る児童の活耀が部落民を動かし「自分

達の健康増進は 自分達で」の合いことばのもとスポー

ック ラプと して昭和47年 3月に時津北 クラプが誕生し

18オ-65オまでの会員が毎週土 ・日曜主 とし て球技を

中心に実施している 。また、帰人の希望でママサンバ

レーも誕生した。部落公民館では活動の一目標として

「公民館ぐるみの体力づく り」を打ち出し 「健康な青

少年の育成は健康な明るい家庭か ら」 「明るい家庭は

健康で明るい母親か ら」を合い ことばに年間を通じて、

なわとぴ運動の推進、ラジオ体操の普及と歯磨き、手

洗い、うかいの習慣形成を目標に家族ぐぶみで実施し

てい る。

3 . 本校の概要

児童数 269名、学級数 8、教職員12名、事務職員不

存、養教は49年度から配置され、他に町傭いの事務補

助員 1名の職員構成である 。

健康は、すべての生活や教育の原動力であり、人間

教育の一番碁本的なものであるとの考えから、教育の

場は学校内だけではなく、むしろ家庭や地域におい て

こそ、その効率はあかるものとの考えのもと、学校保

随委員会を始め、PTA保健体育委員会、学級委員会

部落集会、子ども会活動を通して展開してきた。 しか

し、健康教育を経営の柱として展開して全面的に取り

くんたのは正確にい って昭和45年度からであるか、や

っと今その緒に ついたばか りといえよう 。

以下は関係事業、表彰の主なも のである。

0昭和45年度

・保健体育研究発表会

県教委、郡教育研究会研究委託

・文部省より表彰を受く （保健体育優良校）

0昭和46年度

・保健体育研究発表会（県教委研究委託）

・健康優良学校準県一位受賞（県教委）

0昭和47年度

・健康優良学校準県一位受賞（県教委）

・ロ腔衛生優秀校受賞 （全 日本よい歯の学校）

・体育館完成 (1527m')

0昭和48年度

・プール完成

親プール (358m')子プール (48m')

・健康優良学校県一位受賞 （県教委）

0昭和49年度

・運動場拡張 (2,663m')

•新校舎竣工、鉄筋二階建 (1,278m')

普通教室 6、特別教室 5、準備室 2

・健康優良学校県一位受賞 （県教委）

・ロ腔衛生優秀校受賞 （全 日本よい歯の学校）
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・優良 PTA表彰 （西彼杵郡 PTA連合会）

・｛憂良子 ども会表彰 （校区内子 ども会）

長崎県子ども会育成連絡協議会

0昭和50年度

・随康優良学校県一位受賞 （県教委）

・健康優良学校日本一受賞 （朝日新聞社）

4ヽ． 本校の教育目標

(1)経営の目標

①過去の伝統及ぴ歴代校長の決意と成果を受け継

ぎ、目標に向か って全校一心の意識を盛り上げ努

力する 。

（明る ＜希望に満ちた、心身ともに健康な子ども

の育成をめざして前進する。）

②学校のすべてを児童の指追の運用に注かれるよ

う努力し、学力向上がすぺて に優先するように合

理的、能率的に経営する 。

③学力向上を貫 〈の は、個性の発見と能力の開発

であるが、その基盤は 「丈夫なからだ」 と「明る

い生活」であるから、父母と教師が一体とな って

関係機関と緊密な連けいをとりながら進んでいく 。

(2)本校教育目標

0心身ともに建康で、ひとりだちのできる、た〈

ましい子ども 。

（永遠の中に生きる英知と、ことに処する思考

カ、判断力、未来を生みだす創造力、これらの

源ともいうべき調和のとれた豊かな心情、どん

な困難に直面しても、それに耐えぬ〈強い体力

と不屈の意志、これらを健康に育て、生涯を生

きぬく力を養い、生き方を学ぴとらせ、生きる

勇気をはぐ〈み、社会に貢献させる。）

(3)教育の具体目標（校風の樹立）

〇こんな子どもに

• 明るい心と、た〈ましいからだをもつ子ども 。

• ひとりだちのできる子ども 。

・根気強くやりとげる子ども。

・買任をもち、仲よく助けあう子ども 。

5 . 努力目標

(1)学力の充実ー自主性と発表力の養成

子どもの問題解決能力の向上と、説得力のある

説明や発表の技能を高める 。

(2)健康安全活動の推進ー 自主的な保娃安全の習tliを

身に つけさせる 。

保健安全的な生活の改善を、自分の身の まわリ

から見出して、解決させてい く。

(3)体力づくり運動の強化一体力、気力の充実をはか

る。

進ん で運動する態度の育成につ とめ、自已の能

力を知り、調和の とれた体位体力を伸ばさせる 。

(4)明るい心づくり運動の強化一心の強い子、あいさ

つ運動の徹底 をはかる 。

1日1善親切運動の悔底 とあいさ つ運動の撤底、

どんな困難に直面しても、それに耐え抜く強い体

力と不開の意志を養なう 。

6 . 実践活動

(1)自ら進んで鍛える体カ・気力に満ちた子どもを願

い

イ、体育練習カードにより、自主性と助け合いに

より練習を積んでいる 。

ロ、年間薄着励行 （半袖短バ ン、プルマー）と素

足運動で冬でも通して、体カ・気力を養うと同

時に、各種の運動に親しみをもたせるとともに

実践しやすいようにしている 。

ハ、全校体育として第 2時と第 3時の間に業間体

育を行ない、疲労回復と気分転換をはかると同

時に、集団行動を通して、学校施設や用具を活

用させながら遊ぴ方や運動の方法を理解させる

とともに遊ぴの内容を豊富にさせている 。

業間体育

ニ、体育行事の充実で、体カ ・気力の充実をはか

っている 。

体カテスト、スボーツテストの実施により自己
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の能力を知り、なわとぴ大会、大村湾一周、水

泳大会などで記鋒に挑戦している 。

(2)情操豊かな子どもを願い

イ、父母と教師が信頼と信愛で結ばれるよう PT

Aの専門部と学級部会を強化し、全職員もこれ

に参加し親密を深めた。

ロ、環境の整備に努力した。

大自然にかこまれた環境 （山と海）、みどりの

環境、友を呼ぷ健康の森、卒業生と父兄の合作

によるロータリーと花だん、 PTAの奉仕作業

による野島を呼ぷ築山 （ふな、睡辿）、子ども

が育てる学級園、学校園の作成。

ハ、黙動 ・速動 ・協動を目標に 6年生をリーダー

に 1年生より 師弟同行でやる沿揺活動 （助け合

い運動の強化）

ロータリーと少年の像

ニ、教師と千どもか輪になる業間体育時の リズム

運動や共遊の実施。

ホ、 filW;.員との連絡を密にした子ども会活動の実

施 （教師は顧問）

へ、全校合唱、校内音楽会による音楽の生活化。

ト、盲目の両親を手助けする孝子の出現で県知事

より表彰をうく 。

(3)自主性と発表力の強化を願って

生梢にわた って自主的に課題解決のできる能力と

自己実現の表現力を培うため、学習指森は 「教え

る学習から自ら学ぷ学習へ」つかみ→ しらぺ→み

がき→ふかめ→おさめる段階をふみ、そ の過程の

中で教脊機器、相互学習等で思名力を高め、併せ

て自已実現や生汎学翌位）),!;盤となる児童の研究活

動を重視し、未米を生みだす自由研究の名えのも

と、自分の身のまわりから眼を向けさせ、科学的

に思考することか ら始めさせ、現状打開の方法か

ら創慈と工夫を行なわせ、子 ともの問題解決能力

の向上と説得力のあ る発表や説明の技能を高める

とともに記戟の仕方を身につけさせている 。

自由研究発表会一長期休業日後実施

また、読杏好きな子にするため、読杏感愁発表

会を読魯週間後に実施したり、読附感想文に応硲

したりしている 。本年度は長崎新聞社主催で 2名

入選している 。

6 . おわりに

受代後、わたしたちは これまでの実践を謙虚にふ

1)かえ って見ている 。今までの他康教育は、真に始

めてから年期もはい って いなければ、我流の所もあ

ったにちがいない 。これ を契機に 「真に健康教育と

は」 と自校の物を洗いi直し、視野を広〈して 、こ れ

からか出発だと名え、子どもたちの成長と幸福のた

め努力していきたいと思うので、先生方の暖かいご

叱正をし たヽ だきたいと思 う。

つつましし、、世、;f

あたたかし、愛梢

総 ぐるみの沢岱・:

少しずつ

少しずつ

醗酵し 融合し

そして結品した珠：ト・・

その深みある輝きよ

(S) 
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「健康優良児日本一」

白石君の日本一の知らせを受けたのは、忘れもしな

い昨年11月1日の ことであ った。学校から帰 って問も

ない六時頃、朝日新聞の記者からの電話によ って知ら

された。

千築県ーに続いて、全国特選児童10名の中に選ばれ

たとき、若しかしたら、と言 った期待は抱いていたか

いざ入宜の知らせに接してみると、自分の学校から日

本ーが生ま れたなん て、と ても信じら れなか った。銹

きのあまり、記者の矢つぎばやの質問に対し、何を答

えたかさ だかでなし'0

聞 〈と ころによると 、全国の六年生の児童総数は、

凡そ 160万名 と言わ れる 。 このよう な大勢の中から一

位に選ばれたのだから、実に見 ·j•; である 。本人や家族

は叶lすに及ばず、学校としても、何よリの栄菅と喜ん

でしヽ る 。

置■
ク・ ! 

： 
ヽ

I I 
I 

＇ 

Prrl ,) 
中央表彰式における白石君の答辞

（朝日新聞社提供）

本校は、昭和43年に 、東京のペッド タウ ンとして開

発された、勝田台団地の小学校として発足した、創立

8年目 の料い学校である 。21世紀の未来杜会に生きる

ための、望ましし、人づく りとし うヽ ことか ら、 「からだ

づ〈 り」 「ここ ろづ〈 り」 「あ たま づ〈 り」を三本の

の栄誉に浴して

千葉県八千代市立勝田台小学校長

高石道之助

柱とし、日本一の子 ども、日本一の学校つ＇〈 りをめざ

し、開校以来、職員、児童、父母が一体となリ、懸命

の努力を梢み上げ、今日に至っている 。

はからずも、 昨年度その成果か認められ、全国保健

体育侵良校として文部省表彰に浴し、純いて、他擾日

本一の誕生を見たこ とは 、こ の上ない喜ぴである 。

「からだつ＇〈 り」を指向する本校では、創立以来、

「学級経営と体育」を テーマに、授業時はもちろんの

こと、総則第三体育の主旨に即し、体育の生活化 をめ

ざし、学校行事等広〈体育を取り入れ、 「体力」 「気

カ」 「心のふれ合い」の増強 をはか ってい る。

言う なれば、こ のたぴの白石君の入貧は、こ のよう

な日頃の 「からだづ〈 り」か効を奏したと申し ても、

決し て言い すぎではなかろう 。 （もち ろん、本人の努

力や、家庭の適切な配慮を忘れることはできない。）そ

れだけに 、私ども のよろ こぴも格別である 。 ＇ 

以下、本校の 「からだづ〈り 」の一端を紹介し 、祝

ぴの言築としたい。

2年金子学級ダンス授業
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勝田台小学校の理想像

学校の姿 子どもの姿 教師の姿

゜゚
0 心

の
ふ
る
さ
と
に
な
る
魅
力
あ
る
学
校

0 

゜゜゚ ゜゚ 真゚
剣
に
子
ど
も
と
と
り
く
み
‘

ひ
た
む
き
に
教
育
の
道
を
歩
み

続
け
る
教
師

ま
か
せ
ら
れ
る
教
師

常
に
前
進
す
る
教
師

健
康
で
自
主
的
な
子
ど
も
。

た
く
ま
し
い
精
神
力
と
豊
か
な
情

操
を
も

っ
た
子
ど
も
。

明
朗
で
友
だ
ち
と
協
力
し
合
え
る

子
ど
も
。

節
度
あ
る
生
活
の
で
き
る
子
ど
も

公
園

の
よ
う
な
学
校

遊
園
地

の
よ
う
な
学
校

研
究
室

の
よ
う
な
学
校 •からだづくり•こころづくり•あたまづくり

校章

“ 
富士山のように日本一を目指して

力強〈前進する

勝田台小学校の子どもたち

スクールカラ ー
• みどりは平和の色

「みどり」 ・成長の可能性を秘めた若さの色
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学校 教育目標

魅力ある学校 づく り

魅力ある学級経営

• 特別活動
• 愛校の 日・保建の日

・
研
究
室
の
よ
う
な
学
校

環

一
遊
園
地
の
よ
う
な
公
園
の
よ
う
な

境 子どもに魅力ある授業

I. せいい っばい運動させてくれた授業

• みんながとりくめ、努力できる学習

2. 技や力を伸ばして〈れた授業

・カの伸ばし方がわかる学習

3. 友だちと 仲よ〈学習させて〈れた授業

・認めあい、励まし合い、教え合う学習

4. 何かを新しく発見させてくれた授業

・問題 をもって、がんばる学習

学習の姿

・考える体育

・打ち込む体
育

・協力する体
育

人間関係

・教師対児童

・個対集団

• ひとりひとり
の意識

・児童対児童

児童 教師

のぞ ましい指導（学習）計画

指 導 内 容

教材研究・精選

・教材の見方 ・既習技能と
のつ ながり・運動の特性

• 発達の段階

学級・児童の実m
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3 . 「からだづくり」の施策

(1) 小運動会

月例行事として、毎月、定期的 （業間体育と第

三校時をも って充てる ）に開催している 。

大会は、クラス対抗によ って 行われる 。1優勝学

級 （個人 ）には 、ヘナント （メダル ）が授与され

る。イ どもたちは 、それを最高の名将と 名え、余

蝦時間 （始業前、 仕休み、放課後）等、 クラスー

丸に なって線背に励む。

そんな 中から 、技能面、体力面は言うまでもな

く、学級経営の -J/~盤となる、担任 を中心 とした 、

fとも相互の心(/)きすなが深め られてしヽ 〈 。

月りlj計画

4月 リレー大会 （全員 ） IO月 公開研究会

5月 運動会 II月 リレー大会（全員 ）

6 H ポール大会 （選手） 12月 竹馬大会 （全員 ）

7 II すもう大会 （全員 ） 1月 マラ ソン大会（全員）

8 J-1 水泳大会 （選手） 2月 なわとび大会（全員）

9月 リレー大会 （選手） 3月 リレー大会 （選手）

小運動会 リレー大会

(2) 愛校の日の r共遊の時間」

本校では、毎月一回 （土耀日の三時間を充てる ）

愛校の 日を設定 してい る。話し合い の時間 、共遊

の時間、愛校の時間が、それぞれ一時間ずつにな

っている 。

共遊の時間は、 児童と 担任教師が、共に楽しく

遊ぷ時間であ って、野山を歩き まわった り、 学年

で、ポール大会や リレー大会 をしたり 、雨天時な

どは、 室内でゲームをしたりして、 楽し く過ご し

ている 。

愛校の 日 6年生の遠足

(3) 薬間体育

年間を通 し、第二校時と第三校時の間の20分間

を業間体脊の時間としている 。 この業間体育は、

学料によ って苦梢された疲労の回復と気分の転換

をはかるとともに 、毎日、定期的、継純的に運動

する ことによリ 、体力の向上を図ることをねらい

としている 。

耀日 により 、全校、 学年単位、 学級単位と変化

をもたせ、雨天時にも、室内及び体育館等を使用

し、紺日、欠かさず実施するようにしている 。

(4) 保健の日

本校では、毎月 5日を「保健の 日」 と定め 、保

健指;-q,の充実をはか るよ うにしている 。

前月 の職員会議で提案された 「今月の保他」 に

ついて、今一度、保健の指袢目標、内容、指;q,方
法の参考となるも の等、児童の疾病や感染状況等

々、月によ って異なるが、医学的な面、保健衛生

的な而ばか 1)でなく 、マスコミ のニュース なども

おりまぜて、養護教諭よ＇）朝 の職 員打合わせで提

案され、それをクラス担任か持ち帰り、＋どもに

指~~することにな っている 。

固定施設を使 った運動
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(5) 魅力ある環境

本校では 、環境も 、からだづくりに欠く ことの

できない大切な条件と考え 、校庭の緑化や、体育

施設、運動遊具等の整備充実に力を入れている 。

子どもたちか、わずかな休み時間でも、思いきり

飛ひついて 、楽しく運動や遊ひのできる施設が豊

富に揃え られていることが大事である 。

このよう な考えか ら、本校では、創意工夫をこ

らした 、数多〈 の固定施設を校庭のいたるところ

にはどこしてある 。

覧

0が駁年え複付it.U..

〇印ば貴水栓

八千代｀布立馬田~ •l ヽ苓杖
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「健康優良児日本一」

白石安弘君に送る

安弘君 「日本一」 おめでと う。

心も身体も健康であることで日本一の栄営 をいただ

いたことは、はんとうにすばらしいことです。

「日本一」の表彰楯を手に学校にもど った日、全校

1400人の友達、そして、クラス の友達が祝福し、 喜び

をわかち合いましたね。毎日を共に生活していたため

あまりにも身近かすぎ て、 「日本一」 など想像もしな

かったことです。競きと 喜 ぴの歓声がいつ までも続き

ました。

この 日本一を獲得するために特別の訓練をすること

な〈、いつも友達にかこまれ、す〈す〈と育 ってきた

中からの栄冠であることも大変すばらしいことだと思

います。安弘君のすぐれた素質と、ふだんの努力はも

ちろんですが、その陰にある御両親の愛情と、多く の

先生方の御指甜、それに、共に励まし合い、協力し合

ってきた多〈の友達があ ったことも忘れてはならない

ことです。

4年生の夏、汗にまみれ、泥まみれにな って裸でぷ

っかり合ったすもう練習を覚えていますか。市内すも

う大会の選手として 、夕方暗 くなるまでの猛げいこ 。

投げ られても 投げられてもしがみつき、最後には押す

力も でな〈なるまでむか ってきたあのねばり強さに 、

心 をうたれました。

安弘君との直接の出合いは 5年生の担任をした時か

らです。学習にも、運動 にも 、遊ぴの中でも、いつも

伸ぴ伸ぴ と参加し、体格だけでなく、行動からもスケ

ールの大きさを感じさせられました。級友とのおしャ

ぺ りで時を忘れ、 ふざけ合って校庭を無邪気に走 り回

る姿も見られる一方、市内陸上大会の時、リレ ーの最

終走者とし て、力強い走り方で、直線百メートルを三

人もごぽ うぬきし、ゴールにとぴ込み、スタンドを興

相任酒井英勝

奮の渦にまきこ んだこ ともありました。そん な時 も、

チーム の打任者 として 、また学校の代表選手 としての

誇りを自党し、冷浄で馳ること もな 〈、みんなの祝福

を心から喜んでいましたね。

6年生にな って か らはまた一段と成長 しました。市

内ポー トポール大会、水泳大会、陸上大会、校内陸上

大会、水泳大会、なわ と ぴ大会、竹馬大会・…… •• 数

えきれない程の競技会での とぴ抜けた活耀は目をみは

るも のばかりでした。練習の成果はもち ろん、ど んな

条件でも、本番になると練習以上の力を発揮する底力

と根性を見せられました。友達から の信穎を うら ぎる

ことなく 。

こうしてふ り返 ってみると、やはり日本一 に値する

子どもであ ったようです。

「心 も体も日本一」というすばらしい宝物。 なにも の

のにもかえられない宝物です。

「目標に向 って黙々と努力を続け、いつ も友達の中

にあ って自分の全力を発揮する安弘君」であることを

私は信じています。

中央審査会におけるテスト風景

（朝日新聞社提供）
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昭和50年

健康優良児童表彰式に想う f ヽ
I~ 

父白石 安昭

亀- ..  

昭和50年健康優良児童日本一として、司会者から名

前 を呼ばれ、段上に登る我が息子、 そし て、はれがま

しい妻、続い て女子日本一としてのピーナツ君と お母

さん、その他18名の特選児童の友達、一つのドラマか

あり、画が流れてい〈。

その時、私の頭は空白に近く思考かとま っていた。

よ〈重大な時、緊張しすぎた時、自分がわからなくな

るような感じを持 っように。

表彰式というドラマが進んで息子安弘の答辞の時、

中断し てい た私の思考と感情は、 一斉に1動き出し、 涙

か流れてとまらなくな ってしま った。

妻の苦労、学校の先生方の指導、そして友達の友情

の多くがここまで息子を成長させて〈れた感謝の涙で

もあ った。

この表彰式のあと、皇居にて両陸下への拝謁、翌日

の全国子供会議とスケ ジュールのあ る息子と妻にわか

れて一人家に帰りついて、煙草を一服した時、今まで

の想い出が走馬燈のように私の頭をか けめ ぐっていた。

そう昭和38年 7月15日出産時のおち つかない気

持、院長か ら「男の子ですよ 」 と云われた時のく

すぐ ったいよ うな、俺も親父かと思 う気持、 2800

gの息子との対面。

3オの時、初めて買った車で親子 3人のドライ

プ、途中カーフェリーの中でポーズをつけるちっ

ちゃな紳士の写真を とる妻の笑顔。

5オの幼稚園、他の園児よりも一段と大きい息

子、あの運動会で口をへの字に結んで頑張る息子、

そして 5年生の時八干代市総合体育祭に勝田台

小代表とし て、学校対抗リレーのアンカーで力走

する息子。

この結果優勝し て帰ってき た息子に微に入り細

に渡 って話を聞きたがり息子に「うるさいな」と

ステージ上の母と子朝日新聞社講堂

いわれてふくれている妻。

だが息子はまた総合体育祭の話をきかせはじめ

笑顔で聞きいる妻と私、親馬鹿の見本みたいだと

思われるかも知れない。

そして 6年生にな ったある日「健康優良児学校代表

にな ったよ 」 とい って帰 ってき た息子、それか ら地区

代表となり県審査会に出場することに決った時私は、

充分な満足と感慨が胸をあつ〈 した。

妻は「県審査会でも 好成績 をあげるでしょう」と私

に話しかける中に、普段、肉、乳製品をうけつけない

妻が子供の為には、競くはどの努力でこれを克服し、

躾についても、身をもって示しながら忍耐強 〈、く り

かえし子供にやらせるという方法により息子を育てて

きた母として の強さが感じられた。

勿論学校生活から学んだ多 くの ことは、息子の成長

の多〈の部分を占めており、先生方のご指導に感謝の

気持でいっばいである 。

しかし中央審査会で日本一の内定 を受けた時には喜

ぴよりも身ぷるいを感じたというのは大げさすぎるだ

ろうか。

息子が小学校生活で最高の成果を得たあの表彰式は

昨日 の出来事の ように記憶に新しいが、こ の感激をこ

れか らの息子の人生に生かしていくことの重大さに親

として身がひきしまる思いである 。

今後とも先生方や学友および全国の特選児童として

友達になれた多〈の方々の暖かいご指消とご鞭撻によ

り安弘の人生が、強く、正し く、すこやかにあるよ う

祈り つつペンを おきます。
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健康優良児日本一の誕生

1200名の児童をもつ本校は毎年のように健康1憂良児

候補を推陳し、そのつど郡 ・県のi憂良児を出してきた。

岡崎満美さんの場合も、健康・体カ ・学カ ・性質等

あらゆる面ですぐれ、はんとに調和のとれた児童のこ

とで、ある程度の成組をおさめるであろうと思 っては

いたが、県一位となリ、やがて の中央審究会で全国十

傑に入 った連絡をうけて、全〈期待以上のことで糊き

とよろこぴであ った。

中央審在会の実地審在に上京する時 「しっかり頑張

ってや ってね。11月3日の表彰式には校長先生も上京

するからね」 と言っ てはげました私であ った。その時

点での私の上京は十傑表彰のものであ った。それか、

11月1日 「健康倦良児日本一」 にな ったと の電話をう

けた職員の誰もかまさかという統きてあり、また、大

きな喜ぴであ った。本校として始めての日本ーであり

また県下ではじめ ての娃康優良児日本一の誕生てあ っ

ただけに 。

中村市中心街

A 小学校

B 中学校

C 高等学校

高知県中村市立中村小学校

校長岩田 勇

11月3日の表彰式には急いで上京した。朝日講堂一

杯の表彰式 代表として挨拶する満美さんに、 「礼

儀正し〈、落ちついて、し っかりした声で挨拶するこ

とだよ 」 とだけ言 って、私はその盛大な表彰式を、ま

た、満美さんを見守 った。憶することな 〈何時も のよ

うな素直な満美さんの態度動作をみて私はやはり胸に

つかえるような思いであ った。本校職員から の祝電も

披露され、健康優良児日本一か本校に誕生したことを

しみじみと喜ぷ私であ った。

満美さん はんとうに お目出度 う。

本校は 中村市の中心部にあ って、明治 5年の創立で

以来孟母三遷のようにして現在地にいたり 、昭和42年

新校舎落成、 47年創立満 100年式を挙行の長い伝統と

校史をもつ県下三指に入る大規校校である 。百年記念

に玄関前に建てた記念碑にただ一字深く刻む文字「光」

。それは本校の長い伝統の上に現在、将来を志

向す る不断の姿を象徴するものである 。

私は本校に新校舎建設途上から の在任で既に 10年に

なる 。その間

学校像

1 . きまりある学校

2. 力を合わせる学校

3. 生き生きとした学校

児童像

1 . 明るい元気な子供

2. よ〈考え正し〈行

なう子供

3. 仲よ 〈力を合わせ

る子供

を目ざして市民 PTA

の協力支援激励を得て

同僚諸君と共々に歩み

つづけてきた。

本校としては、僅か
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の優れた子供、或は選手的人間の養成は毛頭考えす、

1200名の児童全貝の 「心力共に健康な実践力のある H

本人の育成」 をめざして常に地道なかつ不断の指＃と

実践を続けてきた。そうした中において子供達はとて

も元気に素直に明朗に育 ってきている 。満美さんの日

本ー もそれを目あての指的も練習等は学校として何も

したことはない。唯全校児童の中の一人としての満美

さんへの指導であ ったにすぎな ¥'0

それだけに協美さんか日本一の健康優良児にな った

のは、本人の素質・努力はもちろんであるが私は家庭

のたまも のであると思う 。 ご両親は教職にある共稼ぎ

である 。共稼ぎの場合、どちかというと子供が家庭か

犠牲になりかちである 。そうしたいろいろな共稼ぎに

よる問題や生活を の リこえるご両親の細かい配慮と、

温かいうるおいのある家庭づ〈り、雰囲気の中に満美

さんが、とても素直に明る〈健康に育てられ育 ってき

たおかげであり 、ご両親の家庭づくり家庭教育のたま

ものである 。 こうして満美さんを育ててきたご両親に

この 日本一の誕生と栄誉を心からおよろこびし、かつ

敬意を表したい。そして満美さんかこうした栄営にそ

うますますの調和ある成長を祈り見守 ってゆきたい。

省み て人間の成長にはそ の地域背景とも深い関係が

ある 。中村市の歴史 それは今から五百余年前の

応仁 2年前関白一条教房公が京都の戦乱をさけてこ の

中村に移住 した。，その頃の中村はひなぴた集落であ っ

たか一条公か国守に推戴されると共に一躍土佐の国府

となり商工業が盛んとな って市街が形成されてきた。

やがて一条公はみやぴやかな京都に対する思慕の心

からこの避遠の中村に京を描いて、大文字山・東山 ・

甲月川・祇園等の名をつけて、町並みも碁盤の目のよう

な町を つ 〈ったことである 。一条公の開府によ って中

村の発展は目ざましく、土佐の政治 ・経済 ・文化の中

心とな って鋲栄し、昭和29年隣接町村 を合併して 中村

市が誕生し、五百余年をへた今日でも当時を伝える小

京都といわれる調和の中に新しい未来都市建設に進ん

でいるのが本校の地域背景である 中村市であり、高知

県西部の中心地である 。中でも昭和38年健康都市建設

宜言以来中村市は幾多の努力を推進してきた。市長か

「日本一の誕生」を心から祝福して〈れたのも思えば

中村市の健康都市推進と無縁ではないおもいからでも

あろう 。

中村市を流れる四万十川 。

消流はたえることな く流れ てゆ〈 。

潜みき った青空 。

歴史の街 中村市。

そう した歴史と青空と清流がいつまで も、いつまても

子供達をよい建康には ぐ〈 み育ててゆ 〈ことを願いな

が ら今日も明日も私達は歩 んてゆ〈 。 （終）
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満美さんを受持って

担任藤原昭夫

溜i美さんか健康優良児の中央審杏に東京へ行〈こと

を、子どもたちにし らせたとき子どもたちかしヽ っせし、

に、 ｀` 先生、出発の 日を変更できませんか"とし、う の

てす。なせたろうと思 ってそ のわけをたすねてみます

と、そ の 日か、ちょうど、子ともたちか計画した 6年

生の クラス対抗球技大会の 日にあたるというのです。

私の クラス、 6年二組は、女子の キックポールでは、

擾勝候補にあけ られている のでしたか、それも、瀾美

さんの抜群の活躍があるから のことです。守備の要で

ありまた、攻繋の ときには、たし、てし、ホ ームランとい

う彼女の活趾は、みんなの糊異のまとてあ ったのです。

その満美さんが、球技大会に参加てきないことにな っ

たので、みんなからさき のようなことばかでたわけで

す。
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満美さんが、特選児に選ばれたとき、体位は、いま

までの特選児と比ぺて、特にすぐれたものではないけ

れども、バランスのとれた身体・走カ ・ 跳力 • 投力な

ど、どの領域にも欠点のない 、すぐれた運動能力をも

ち、そして、落ちついた言動、実に堂々と発表のでき

る満美さんは、必ずよい成紐をおさめるであろうと、

ひそかに期待していたのですか、 ‘‘日本一に選ばれた’’

としヽう報せをうけたときは、 一瞬、 夢では ・・ ・・・・・・・・・・と

おとろき、そのあと湧いてきた大きな喜びにひた った

ものてした。

健康俊良児日本一に選ばれた滴美さんをみると 、毎

日、教室やグラウンドでいっしょに生活していたとき

には気のつかなかったものか、改めて見なおされ、や

っぱ り、日本一の健康優良児として、すばらしいも の

をもった子どもだとしヽう思し、力りヽたします。

このたぴの栄瞥をえたことについては 、い ろいろな

要因かあろうと思いますが、私は、彼女の御両親の他

康に対する、行きとといた配應と、彼女の自身の努力

―しろかねもくかね も玉も 何せむに

まされる宝子にしかめやも一

山上憶良

夕映え の美しい神向外苑のペン チで、万葉の詩梢に

浸った日本一決定の日の私、それはきっと、この世で

一番しあわせな女だ ったでしょう 。 こんな宝を私に授

けて〈ださ った神に、守り育てて〈ださ った周囲の方

々に、感謝の気持でし、 っはし、でし た。

でも、やがて、こ の陶酔カ・ ら覚めた私は 、 「一体、

このイ•に何をしてや ったか 、母親として の任務は十分

に果たしたのか？」自責の念に苦しみ始めていました。

私の傍に腰をおろして、気持よさそうに、夕日を眺

めている協j美か、つい この間まて、 「お母さーん 、待

-, て一」と r,,:きなから保育l点］のj:1i_根によじ登って 、出

を第一にあげたし、と思います。

とかく、学校の成組のみか強調される今日ですか、

参観日、家庭訪問などで話される、御両親の話題は、

先す、 i岡裟さんの健康に ついて、であリ、折りにふれ

うかかわれる行きとどいた健康管理には、頭のさがる

思し、力’しヽ たしました。

満美さんの頑張 り、努力は、いたるところに みられ

ますが、県一の健康侵良児に選ばれたとき 、 ‘‘投力に、

いますこしの力を,, といった批評をうけたあと、投カ

をつける 練習を休みなく続け、おどろくはどの進歩を

見せてくれました。

日本一健康1憂良児に選ばれた後も、以前とま った〈

かわ 1)なく、児童会のリーダーとして、また、運動競

技のエースとして、明るく活動している満美さんの姿

をみると 、 日本一の、他康と体力をもった彼女か、心

豊かな、りっぱな中学生として、大き〈成長すること

を確信いたします。

満美は私の友

母 岡崎 美 栄

勤する私の後を追 っていたのです。風邪の熱と 闘いな

がら、誰もいなし、家にひと ＇）で寝かされていた幼い日

もありました。 あるいは、お守さんか無くて、母に背

負われて出勤し、授業中は宿直室に寝かされていたこ

ともありました。思い出はどのコマもどのコマも情に

欠けた母親と、それを追い求める幼い子の姿ばかりで

はありませんか、 「満美、ごめんね、母さんは母親失

格ね。 児童福祉法違反、児童憲章無視なのね。」心の中

で我か子に詫ぴました。

渦美は、生れた時は体重3.lkg、身長51cm、胸囲33cm、頭

囲31cm、元気な女の子でした。母乳も充分有ったのて、お

守さんまかせとは言え、日中二回母にも会えるし、すくす

くと大きくなりました。生後三か月位からは体厘 ・身長共

に椋準をぐ っと上回リ、十か月では、地方の赤ちゃんコン

コールに入賞し 、お守のおばちゃんを得意がらせたことも

あリました。
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親の私は、 「育てる 」 ということを特に慈識したわけ

ではなく 、何となく運よく、元気に、 「育 った」 とい っ

った感じでした。 しいて 言えば、

1 . 好き様いなく何でもよ く食べる子

2. 体格に応じた体力と知性を

3. 円i岡でやさしい心と

4 . ねばり強い意志を

という願いが常に私の頭の中にあ って 、満美と の会話

の中に、 「体だけ大き くなって、心や頭が赤ち ゃんの

ままだ ったら、怪物みたいな子で気持悪いわね。」 とい

う言葉が何回となく出たも のでした。要するに、私は、

満美が大好きだ ったので何もかもち ゃんとやれる人に

なってはしか ったのです。 これが世に 言う 親心であり

親の欲目なのでしょうか？

そんな私の気持を知 ってか知らずか、満美は、心も

知能もどんどん成長していきました。 2年生の とき、

クラスに自閉症に悩んでいられるお友達がいました。

担任の先生も、お母様もずいぷんい ろいろご苦労なさ

っていた のを思い出します。 この先生の ご指祁で級友

として、その方の手助けをする のに夢中だ った満美が

「私はクラスで一番体が大きい、だか ら一番いいお姉

さんにな ってYちゃんにやさしくしてあげなければ・・・

．．．」というような作文を書いで帰り、私を喜ばしてく

れたことがありました。

我が家は、ありふれた、夫婦に子供二人、共慟きの

核家族です。主婦の私は「教えること 」が大好きで教

師になり、職業を捨てたくない 、家でも職場でも優等

生でいたいと思う欲ばり女でした。いきおい、生活上

の必要から子供iこは 、早〈から、 「自分のことは自分

で」 という躾をしなければならず、また 「家のお手伝

いを喜んでやる子が偉いの t!~」という風に教えるしか

なか ったのです。 「学校の勉強だけが勉強じゃない、

大人になるためには、色々な勉強かある のだ」 という

ことが分ってもらえれば都合が良か ったのです。

長女に生まれた満美は、五オの時か ら、毎日洗濯物

を取り入れて畳んでくれました。背丈の高い満美は 、

少し台をすれば、竿にとどきました。 「これは父さん

のシャツ、これは母さんの……」独り 言 を言っ ては畳

んでいるうちに、留守番の淋しさを忘れていたようで

す。 この仕事はよく続き、あれから七年になる今日も

満美の役割の一つにな っています。

マッチが上手に擦れるようにな った三年生から、お

風呂焚きも満美の 日課の中に加わりました。保育園児

だった妹も・い っしょに火吹き竹の煤を口のまわりにい

っばい付けて 、プープーとよ〈や っていました。風の

強い日など煙が煙突か ら焚き口に逆流して大へんだ っ

たよ うです。子供の ことですか ら、水を入れ忘れて、

お風呂を焚き始め、大騒動にな ったり、友達と の遊ぴ

に夢中にな って訂任を果たさず、叱 られるこ ともあり

ました。

失敗や無百任は、厳し〈反省させました 。．でも、つ

い叱りす ぎた夜、子供達の無邪気な税顔を見て、 「i斉

まないことをした、悪いのは母さんよ 。」 と後悔した (1)

も一度や二度ではありませんでした。 しかし、そんな

時、 「i的美 も女の子なのだか ら、い ずれは家事の主役

iこならなければな らない。その時にな って、疑問を持

ったり、而倒呉がっ た 1)するこ とな く、ご く自然に家

事に溶Itこめる女に してや った方か本人の幸せめため

になる。」と自分に言い聞かせ自己満足する私でした 。

こんな具合に滴美は、私達夫婦の共稼ぎの原動力で

あったとも 言えます。世間には、 「子供のために仕事

を辞めよ うか」 と悩んでお られるお母様方が沢山ある

と耳にしますが、私は、今日まで、まだ一回も職業を捨

てようかと迷 ったこ とはありませ ん。 これは夫の協力

はもち ろん子供たちにも負う所が多いと思います。

そんな家族に応えるためにも、私はぽや（まやしては

しヽられませんでした。何とか 「母らし〈 」 と私が心に

かけて来たことは、

1 . 育児日誌を忠くこと

2. 子供にはなるぺ 〈手作り の服を

3. 保勉所や児童相談所など専門の方か ら育児に つ

いて、助言 を受ける

4 . 困物からも学習する

5. 教師として多〈 の子供に接して得たことを我が

子の育成にも生かす。決し て紺屋の白袴にならな

し、こと 。

などでした。でも、満美か入学前でした、近〈の児童

相談所に親子で相談に行った時のことです。半日 、満

美と遊んで〈ださ った先生か、 「お嬢さんは、明る＜

て、いいお千さんですが、少しお母さんが、千渉し過

ぎる のではないですか？ 」 とお っしゃ ったのです。渦

美の産声 を聞いた日から、毎晩、私の 日課として記録

してきたあの育児日誌や、 「一緒に居てやれないから

その代り 」 という私の気負いが、過保護ならぬ 、過干

渉とな って、 i尚美の創造性や発展性の芽を摘んでいた

とは、私にと って、大きなショ ックでした。 その日、

私は育児日誌を箱の中に仕舞い当分の間、顧みない決

心をしました。満美が二十オになる日、成人の日のプ

レセントとしてこれを贈 って、女同志で育児について

語り合えたらと思 っています。
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私たちは、別段話し合って分担を決めたわけではな

かったけれど「体力づ〈り 」 とか「子供の趣味やおけ

いこ」とい った面は、主として、夫かや ってくれまし

た。早くからお守さんや保育所まかせで母親に接する

チャンスか少ない子供を不憫に思 ってか夫は暇さえあ

れば子供の相手をしていました。朝夕私か炊事をして

いる間、子供と 「かけ っこ」 したり、なわとびをした

り、女の子なのに野球や角力までやるのです。時には

つい夢中にな って 、教師根性をだして、子供を鍛えす

ぎる こともありましたが、満美は、大のパパッ子で父

とのトレーニングか楽しくてたまらないと言 った風で

した。

学校では 、体育か一番好きで、少々風邪気味でも 、

体育は休みませんでした。毎日の、業間体育も楽しみ

にしています。跳躍力や、懸垂力は、この業間体育で

すいぷん伸びたようです。又、クラプ活動で陸上競技

をやるようにな った四年生からは、目に見えて、元気

になり、大人 っぽく見えて来たように思います。 もう

一つ、満美の体力作りに知らず知らずのうちに役立 っ

ていたのが徒歩通学です。片道40分近 くかかる学校ま

で歩〈ことは、ズ ックやソックスを激し〈消耗しまし

たか、旺盛な食欲を喚起し、体力、体格作りにとんな

に役立 ったかしれません。

食欲と 言えば、 我が家は全員、大の野菜好きです。

テープルの中央に大皿、 いっぱいの生野菜をおき、皆

でまるで兎のようにもりもりと食ぺてしまうのです。

又、満美の好物に生にんじんの塩もみにマヨネーズを

つけたものかあ ＇）ます 。大根や里芋のおでん風な煮込

みも好んて食ぺます。 これらが我が家の日曜菜圏から

取れたものばかりなので余計に愛着を感じるようです。

お陰様て私たちの宝、満美は 、あまり親の手を煩わ

せず、すくすくと順調に成長しております。それどこ

ろか、 我か家の重要な労慟力であり 、父母の生き 甲斐

とな っています。今度のこのありかたい健康優良児日

本一の受賞か、満美の心を駿＇）高ぷらせることなく、

満美に力と 励みを与え て〈 ださいますように祈 って止

みません。

、'+..J?iカ・されば光なし’＇と申します 。現在のままで

は、 「日本一」 は本当にあの子の物てはありません。

単に幸連にも天から恵まれた物への賛美にすぎません。

ても、今のこの fi.:ひを、リ っぱな社会人となり、社会

の役に立つ仕事をする という 形で皆に分つ事ができ た

た日 「日本一」 か本当に渦美の物になるでしょう 。今

後は、自分の努力で、こ の玉に病きを掛けて行くしか

ないのです。 これか ら先か大変なのです。 自らの目標

に向 って、粘り強く歩んではしいものです。私は、後

で、じ っと見守 っていて、迷 った時、挫けそうにな っ

た時、手を貸してやりたいと思います。親の恩の押し

売りや、過干渉には決してなりたくありません。 でき

れは、よき話し相手、いや、親友とな って 、共に粘り

強く生きていきたいも のです。

健康優良児に

選ばれて

岡崎満美

表彰式の翌日「こどもの国」で第11回こ どもの国

全国会議が開かれました。

そのときの昼食風景です。手前か岡崎さん。

（朝日新聞社提供）

いよいよ健康優良児日本一発表の時が来ました。「女

子日本ーに、高知県、岡崎満美さん。」 と審査委員長の

声がひぴきました。

私は、あまりにも意外なでき事に自分の耳を疑いま

した。 うれしいというか、おどろしヽたというか、何か

何だかわからなくな ってしまいました。

南国土佐の美しい自然の中、きれいな水と空気に恵

まれて、私は、今日まですくすくと大きくなり、 これ
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といった病気もせずしあわせに12オを迎 えました。体

はいつも 仲間の中で一番大き く、走 って も、跳んでも

たいていお友達よりよくできました。けれども日本一

なんて、はめていただくのは、も ったいない と思いま

す。 なぜなら、こんな事は何も私の努力ではなく、神

さまからさずか った物ばかりだと思うか らです。 私と

同 じ6年生で、 私よりず っと努力家で、頭のいい人や

運動の出来る人が日本中にはた くさんいると思います。

今思い返すと私はずいぷん色々な人々にお世話にな

りました。泣いてねてばかりいた、赤ん坊のころから

きたない大小便までお世話してくれたお守さん、 2オ

から、約 5年間も私のめんどうをみてくれた保育園の

先生方、体育、音楽、算数、国語など楽しい世界へ私

を導いてくださった小学校の先生方、もちろん父母に

も感謝の気持で一ばいです。

私は、今までにた 〈さんの色々な事がありましたか、

いつでも父母がついていてくれ、 叱 ったり、励ました

り、横から私の心を、ささえて〈れたから〈じけずに

ここまで来 られたのだと思います。

学校でドッチポールをするのはとても楽しい事でし

た。先生もい っしょに、女子の方の味方をし てくれる

ので大だすかりでした。でもい〈ら先生がはい って も

男子には、とてもかないません。一度や、 二度は勝っ

た事かありますが、たいていいつも女子が負けて、グ

ランドを走らされました。 こんな時、女の子に生まれ

てくやしいと 思 うこともあります。

体育の時間の始めに 2人組にな って、相手を背おっ

て行って、こう代して帰 って来るのをしました。 とこ

ろが私は一番大きいので私一 人あま って先生をおぷっ

て行かなくてはなら ない時もありました。先生は、 80

キログラムはどあ って、とても重たか ったです。みん

なはもう交代しているのに私だけまだ先生をおぷ って

いました。今度先生に交代してみると、先生は、私を

ひょいとかる って、走 って行きました。みんなをどん

どん追い越し てどんどん走ります。その時はとても愉

快でした。いろいろな事がありましたが、体育の時間は

どれもこれも思い出したらうれしくなる事ばかりです。

業間体育では、タイヤとぴや鉄ぽう、雲てい、つり輪

なわとぴなど短時間に能率的に体力をつけてくれたと

思います。ある時はつらくきぴしく、又ある時は、は

ればれしい気分でやる事ができました。

我が家の夕方は、きぴしさの後、楽しさがや って来

ました。私と妹で学校から帰って、せんた〈物の取り

入れや、お風呂たきをすませて父母の帰りを待ちます。

父が帰ると、親子三人でトレーニングです。近くの空

地を走 ったり、父がノックして、 私たちかうけたり柔

軟体操をしたり、すも うをとっ たり、 パ トミ ントンを

したり、夕焼けが一番星にと代るころまで大はしゃぎ

でした。でも 体育教師の父がつい本気になって 、 「も

もをも っと上げて走れ。」 とか大声でしごき 始めると、

私もだんだんつらく なり 泣き顔になる ことも•ありまし

t・ -o 

我が家の 日曜菜園は、いつも 私たち の食卓を豊かに

して〈れました。主 として耕すのは父ですが、草ひき

や肥料かけ、時には、人糞まで運んでかけるのは、母

と私でした。夏には、なす、ピーマン ・トマト、冬 に

は、ねぎ、白菜、春菊など色々な種類の野菜が青々と

育 って います。 自分達で作った野菜はとてもお＇いしい

です。私はにんじ んも 、ね ぎも食ぺづらいと思 つた事

があ!)ません。特に春菊をお吸物に パツ と入れてあ っ

たりする日 の夕 食は、畑の香りかして、楽しくなりま

す。

私が一番いやな思いをするのは洋服や、くつを買う

時です。服は大てい母の手作りでしたが、くつはそう

いうわけにはいきません。友達のはいている、かわい

いマンガ入りの〈つがはしくて店に行〈と「あれは21

セ ンチまでしかありません。」 とか「お姉ちゃ んは大き

いから。」 とい って、少女らしし、、かわいらしいものは

出して来てくれません。そんな時は、もう自分が大き

い事がうらめし くなり、つい、き つねか、ふぐのような

表情にな ってし まいます。

「うどの大木」とか「でくの棒」とかいうことばを

よく聞きますが、私のことじゃないかと思うことがあ

ります。母が口 ぐせのように「体ばかり大き くても、

その体に合った知能と、運動能力と心かなくてはいけ

ない。」 といいます。 この言葉のように、体に合った中

味を作り上げていきたいと思います。私はうどの大木

になりたくないのです。 体にあ った、心、つまり、や

さしさや、根気がなければ人間としてはむずかしいと

思います。

私は、これから、日本一 という言葉に負けないよう

な、し っかりとした、人間になるため努力します。今

のままでは「 日本一」は言葉でしかありません。 この

日本一の内容を自分自身で作り上げていきたいと思い

ます。



昭和56年度 健康優良学校

大規模の部 (19学級以上）

全国特別優秀校 富山県高岡市立戸出西部小学校

全国優秀校 神奈川県横浜市立大曽根小学校

全国優秀校 静岡県浜松市立浅間小学校

全国優秀校 岐阜県瑞浪市立瑞浪小学校

全国優秀校 東京都世田谷区立給田小学校

中規模の部 (7-18学級）

全国特別優秀校 静岡県浜松市立東小学校

全国優秀校 香川県綾歌郡綾南町立滝宮小学校

全国優秀校 島根県出雲市立神西小学校

全国優秀校 千葉県夷隅郡大多喜町立大多喜小学校

全国優秀校 青森県上北郡百石町立甲洋小学校

小規模の部 (6学級以下）

全国特別優秀校 神奈川県津久井郡藤野町立佐野川小学校

全国優秀校 香川県小豆郡土庄町立豊島小学校

全国優秀校 山形県西濫賜郡飯豊町立中津川小学校

全国優秀校 長野県北安曇郡美麻村立美麻小学校

全 国 優 秀 校 鹿児島県鹿児島市立改新小学校
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